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「
海
が
と
て
も
き
れ
い

で
、
優
し
い
人
た
ち
。
山

田
に
来
れ
て
と
て
も
幸

せ
」
と
町
の
印
象
を
語
る

エ
レ
ン
さ
ん
。
八
月
四
日

か
ら
本
町
十
二
人
目
の
教

育
委
員
会
外
国
語
指
導
助

手
と
し
て
教
壇
に
立
っ
て

い
ま
す
。「
山
田
の
生
徒

は
元
気
が
あ
っ
て
、
あ
い

さ
つ
も
し
っ
か
り
し
て
く

れ
ま
す
」
と
持
ち
前
の
明

る
さ
で
山
田
の
生
活
に
溶

け
込
ん
で
い
ま
す
。

大
学
で
は
日
本
語
・
英

の
魅
力
に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。
日
本

料
理
が
大
好
き
で
、
山
田
の
す
し
が

お
気
に
入
り
。
で
も
納
豆
だ
け
は
…
。

趣
味
は
映
画
鑑
賞
と
漫
画
を
読
む

こ
と
。
そ
し
て
山
田
に
来
て
始
め
た

剣
道
。「
初
め
は
気
合
の
声
を
出
す

の
が
恥
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、
と
て

も
楽
し
い
。
早
く
防
具
を
つ
け
て
練

習
し
た
い
」
と
日
本
の
文
化
に
つ
い

て
学
ぼ
う
と
意
欲
満
々
で
す
。

抱
負
に
つ
い
て
は
「
山
田
町
と
オ

ラ
ン
ダ
の
交
流
推
進
の
た
め
、
各
種

事
業
で
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
島
で
海
水

浴
を
し
た
り
、
山
田

の
秋
祭
り
を
見
た
り

と
、
す
っ
か
り
山
田

語
学
科
を
専
攻
。
日
本
滞
在
の
経
験

も
豊
富
で
、
日
本
で
英
語
の
教
師
に

な
る
の
が
夢
。「
山
田
の
生
徒
に
は

英
語
は
も
ち
ろ
ん
、
オ
ラ
ン
ダ
と
日

本
の
文
化
の
違
い
を
教
え
た
い
」
と

流
ち
ょ
う
な
日
本
語
で
話
し
ま
す
。

出
身
地
は
オ
ラ
ン
ダ
の
デ
ュ
ー
ネ

村
。「
酪
農
が
盛
ん
で
、
と
て
も
静

か
な
小
さ
な
村
で
す
。
自
然
が
い
っ

ぱ
い
な
の
は
山
田
と
似
て
い
ま
す
が
、

山
田
は
山
が
多
く
て
ビ
ッ
ク
リ
。
で

も
一
番
驚
い
た
の
は
熊
が
出
る
こ

と
」
と
山
田
に
来
て
驚
い
た
の
は
、

防
災
行
政
無
線
で
の「
熊
出
没
」の
放

送
だ
と
か
…
。
山
田
に
着
い
て
早
々
、

日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
の
懸
け
橋
に
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山
田
町
国
際
交
流
協
会
（
濱
登
長

一
郎
理
事
長
・
会
員
三
十
七
人
）
が

県
宮
古
地
方
振
興
局
か
ら
、
本
町
で

第
一
号
と
な
る
特
定
非
営
利
活
動
法

人（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）の
認
証
を
受
け
ま

し
た
。
同
振
興
局
内
で
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
設
立
は
十
三
団
体
目
と
な
り
ま
す
。

交
付
式
は
九
月
二
十
一
日
、
同
振

興
局
局
長
室
で
行
わ
れ
、
同
法
人
の

濱
登
理
事
長
、
千
代
川
泰
久
副
理
事

長
、
清
水
誠
勝
理
事
兼
事
務
局
長
、

湊
雅
義
監
事
が
出
席
。
山
瀬
宗
光
振

興
局
長
か
ら
濱
登
理
事
長
に
認
証
書

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

同
協
会
は
、
平
成
八
年
に
任
意
団

体
の
国
際
交
流
倶
楽
部
と
し
て
発
足

し
ま
し
た
。
翌
年
、
全
町
的
な
団
体

と
し
て
国
際
交
流
推
進
の
中
核
的
役

割
を
果
た
す
た
め
同
倶
楽
部
を
解
消

し
、
現
在
の
協
会
を
設
立
。
国
際
理

解
講
座
や
中
国
語
、
英
会
話
教
室
、

国
際
支
援
バ
ザ
ー
の
開
催
な
ど
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
認
証
を
受

け
て
法
人
格
を
持
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

社
会
的
に
責
任
あ
る
団
体
と
し
て
信

用
性
を
高
め
、
さ
ら
に
活
動
を
充
実

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

濱
登
理
事
長
は
「
水
産
加
工
研
修

生
や
縫
製
工
場
で
働
く
中
国
人
な
ど
、

町
内
に
居
住
す
る
外
国
人
へ
の
支
援

を
は
じ
め
、
オ
ラ
ン
ダ
と
の
交
流
を

推
進
す
る
山
田
町
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、

国
際
化
の
町
を
目
指
し
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。 山瀬宗光局長（左）から認証書を受け取る濱登長一郎理事長

国際交流協会がＮＰＯに

本町で第１号の認証受ける


